
- 1 -

Ⅵ 関東農林水産物輸出戦略検討会の設置・検討状況

１ 関東農林水産物輸出戦略検討会の設置

近年の我が国農林水産物の貿易動向は、輸入自由化の進行、消費者ニーズの多様化

などにより、金額面で世界第一位の農産物純輸入国となり、食料の国内自給率は先進

国で最低水準となっている。

一方、関東地域では、野菜、果樹、花きや米・麦など多種多様な農林水産物が生産

されて首都圏等に供給されており、うんしゅうみかん、なし、茶や花きなど、その一

部は海外に輸出されているものもあるが、貿易ノウハウの不足や海外マーケットへの

、 。チャレンジ意識の未醸成などにより 潜在的な生産力が活かされていない現状にある

このため、管内の多種多様な農林水産物を世界のグローバルマーケットへ輸出する

ための戦略展開について検討し、輸出を促進するとともに、管内農林水産物の生産の

拡大を図るものとして 「関東農林水産物輸出戦略検討会」が設置された。、

検討会では、①委員は、農林水産物の輸出に関して知見を有する別紙の者を委嘱。

②検討会は、必要に応じ、関係者から意見を求めることができる。③事務局は、関東

農政局企画調整室として、関東地域の農林水産物の輸出について意見を交換し、戦略

を策定することとした。
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